
『
人
間
的
に
成
長
す
る
努
力
を
重
ね
た
上

で
、
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
事
』

と
よ
く
話
し
ま
す
」

　

生
徒
の
人
間
形
成
は
、
進
路
指
導
に
加

え
、
毎
朝
の
礼
拝
を
始
め
と
し
た
キ
リ
ス

ト
教
主
義
教
育
、“Peace Studies

（
平

和
教
育
・
多
文
化
共
生
・
人
権
教
育
）”

、

文
部
科
学
省
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
＊
１
）
指
定
校

と
し
て
の
探
究
学
習
な
ど
、
教
育
活
動
全

般
で
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
中
学
校
３
年

間
は
、
人
格
の
土
台
を
築
く
時
期
と
捉
え

て
い
る
。
例
え
ば
、
毎
朝
の
礼
拝
で
は
、

教
師
や
生
徒
が
生
き
方
や
信
仰
、
学
び
な

ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
話
を
し
て
い
る
。

進
路
指
導
部
長
の
久
保
光
章
先
生
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
礼
拝
を
重
ね
る
中
で
、
生
徒
は
か
け

　

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校

は
、
１
３
２
年
の
歴
史
を
持
つ
キ
リ
ス
ト

教
主
義
の
中
高
一
貫
校
だ
。
例
年
、
多
く

の
生
徒
が
難
関
大
学
に
合
格
し
、
約
３
分

の
１
が
国
公
立
大
学
に
進
学
す
る
。

　

同
校
が
進
路
指
導
の
土
台
と
し
て
重
視

し
て
い
る
の
は
、
生
徒
の
人
間
形
成
だ
。

広
報
部
部
長
の
畑
野
喜
信
先
生
は
次
の
よ

う
に
語
る
。

　
「
中
高
６
年
間
を
通
し
て
、
生
徒
が
自

分
と
向
き
合
い
、『
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き

る
の
か
』『
ど
の
よ
う
に
社
会
と
か
か
わ
っ

て
い
く
の
か
』
を
、
じ
っ
く
り
考
え
る
機

会
を
多
く
設
け
て
い
ま
す
。
生
徒
に
は
、

が
え
の
な
い
自
分
の
存
在
や
他
者
と
と
も

に
生
き
る
こ
と
の
意
味
な
ど
、
多
く
の
大

切
な
気
づ
き
を
得
て
い
き
ま
す
。『
こ
う

考
え
な
さ
い
』
と
言
う
の
で
は
な
く
、
生

徒
が
自
由
に
考
え
、
豊
か
な
人
間
性
を
育

め
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
指
導
で
人
間
的
な
成
長
を
支

え
、
高
校
で
は
自
分
の
将
来
へ
の
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
指
導
に
移
行
す
る
。

　

多
く
の
生
徒
が
変
容
す
る
機
会
と
な
る

の
が
、
高
校
１
年
次
の
４
月
に
、
自
分
を

見
つ
め
、
将
来
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
る
１
泊
２
日
の
「
進
路
合
宿
」
だ
。

　

進
路
合
宿
で
は
、
ク
ラ
ス
の
親
睦
を
深

め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、
高
校
生

活
へ
の
心
構
え
に
つ
い
て
の
講
話
な
ど
を

行
っ
た
後
、「
自
分
史
」
を
基
に
、「
こ
れ

か
ら
の
自
分
」
に
つ
い
て
書
き
、発
表
す

る（
図
１
）。
そ
の
際
、
高
校
生
活
を
ど

の
よ
う
に
過
ご
し
、
人
生
を
ど
う
歩
ん
で

ほ
し
い
の
か
と
い
っ
た
思
い
が
し
た
た
め

ら
れ
て
い
る
保
護
者
か
ら
の
手
紙
が
渡
さ

れ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
人
生
を
振
り

返
り
、
自
分
の
将
来
や
社
会
と
の
か
か
わ

り
な
ど
に
つ
い
て
十
分
に
考
え
た
上
で
、

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
前
で
一
人
ひ
と
り
が

「
こ
れ
か
ら
の
自
分
」
を
語
る
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
全
員
分
の
よ
い

と
こ
ろ
を
書
き
、
伝
え
合
う
。
生
徒
は
他

者
か
ら
の
感
想
な
ど
を
通
し
て
自
分
を
客

＊１　文部科学省のスーパーグローバルハイスクール。　

人
間
形
成
重
視
の
指
導
を
保
護
者
と
も
共
有
し
、

生
き
方
や
社
会
と
の
関
係
を
深
く
考
え
さ
せ
る

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校
は
、
進
路
指
導
の
土
台
と
し
て
、
生
徒
の
人
間
的
な
成
長
を
支
え
る
こ
と
を
重
視
す
る
。

キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
や
探
究
学
習
な
ど
、
教
育
活
動
全
体
で
人
間
形
成
を
促
す
ほ
か
、
教
育
環
境
の
変
化
や
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

保
護
者
と
共
有
す
る
た
め
の
講
演
会
を
実
施
し
、
教
師
と
保
護
者
が
と
も
に
生
徒
の
進
路
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
関
係
を
つ
く
り
上
げ
て
い
る
。

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校

事
例
2

進
路
指
導
の
土
台
と
し
て

生
徒
の
人
間
的
な
成
長
を
支
え
る

「
自
分
史
」
で
生
き
方
を
見
つ
め
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
を
思
い
描
く
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観
視
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
よ
さ
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
で
、
自
信
を
持
っ
て
高
校

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
振
り
返
っ
て
今

後
へ
の
決
意
を
固
め
る
こ
と
が
、
目
標

に
向
け
て
歩
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
自
分
の
内
面
を
伝
え
て
本
心

で
語
り
合
い
、
励
ま
し
合
う
こ
と
で
、
ク

ラ
ス
の
結
束
は
一
気
に
強
く
な
り
ま
す
」

（
久
保
先
生
）

　

教
師
に
と
っ
て
は
、
個
々
の
生
徒
の
内

面
を
深
く
理
解
し
、
そ
の
後
の
進
路
指

導
に
生
か
せ
る
貴
重
な
情
報
に
な
る
。
例

え
ば
、
生
徒
が
高
校
生
活
や
進
路
に
迷
い

や
不
安
を
抱
え
て
い
る
時
に
は
、
個
人
面

談
で
「
進
路
合
宿
で
は
こ
ん
な
宣
言
を
し

て
い
た
よ
ね
。
そ
の
考
え
に
変
化
は
あ
っ

た
？
」
な
ど
と
声
を
か
け
る
こ
と
で
、
自

分
の
出
発
点
に
立
ち
返
ら
せ
て
目
標
を
確

認
さ
せ
る
指
導
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

進
路
の
検
討
に
必
要
な
情
報
を
提
供

し
、
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
外
部
講
師

を
招
い
た
講
演
会
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
。
そ
の
内
容
は
、
高
校
１
年
次
で
は
こ

れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能

力
な
ど
を
理
解
し
て
、
日
々
の
学
習
へ
の

意
欲
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
に
、

２
・
３
年
次
で
は
徐
々
に
具
体
的
な
進
路

を
考
え
ら
れ
る
も
の
に
し
て
い
る
。

　

２
０
１
７
年
度
か
ら
は
、「
こ
れ
か
ら

の
学
校
教
育
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題

し
、
保
護
者
や
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た

講
演
会
を
、
広
報
部
の
企
画
・
運
営
で
年

５
回
実
施
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
保
護

者
の
関
心
の
高
い
大
学
入
試
改
革
の
方
向

性
や
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
説

明
し
た
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
こ

と
の
意
味
を
伝
え
た
り
す
る
中
で
、同
校

が
目
指
す
資
質
・
能
力
の
育
成
を
、
保
護

者
と
共
有
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

る
。授
業
参
観
日
な
ど
に
合
わ
せ
て
実
施

し
て
お
り
、会
場
の
約
３
０
０
席
は
満
席

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

講
演
会
の
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
保

護
者
の
意
識
が
変
化
し
て
い
る
。以
前
は
、

生
徒
が
生
き
生
き
と
活
動
し
て
人
間
的
に

成
長
し
て
い
て
も
、
保
護
者
が
偏
差
値
や

テ
ス
ト
の
得
点
と
い
っ
た
数
値
を
気
に
す

る
こ
と
が
あ
り
、
生
徒
が
自
分
の
思
い
の

実
現
に
向
け
て
進
路
選
択
を
す
る
上
で
、

保
護
者
の
考
え
が
壁
に
な
る
こ
と
も
あ
っ

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校

◎
学
院
聖
句
に
「
我
ら
は
神
と
共
に
働
く
者
な

り
」
を
掲
げ
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
女
子
教
育

を
展
開
。
平
和
や
共
生
に
つ
い
て
学
ぶ“

Peace 
Studies”

が
伝
統
の
教
育
の
１
つ
。
２
０
１
４
年

か
ら
、
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
」
指
定
校
。

◎
設
立　

１
８
８
６
（
明
治
19
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
女
子
校

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、京
都
大
、大
阪
大
、広
島
大
、九
州
大
、

県
立
広
島
大
な
ど
に
81
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶

應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関

西
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
３
９
２
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w

w
.hjs.ed.jp/

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校

和
田
知
亜
紀
　

わ
だ
・
ち
あ
き

教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
広
報
部
。
理
科
。

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校

田
中
佑
真
　

た
な
か
・
ゆ
う
ま

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

10
年
目
。
広
報
部
。
教
育
構
想
検

討
委
員
会
。生
徒
支
援
部
。数
学
科
。

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校

濵
岡
由
希
子
　
は
ま
お
か
・
ゆ
き
こ

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

13
年
目
。
広
報
部
。
教
育
構
想
検

討
委
員
会
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校

久
保
光
章
　

く
ぼ
・
み
つ
あ
き

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
進
路
指
導
部
長
。
数
学

科
。

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校

畑
野
喜
信
　

は
た
の
・
よ
し
の
ぶ

教
職
歴
42
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

43
年
目
。
広
報
部
部
長
。
英
語
科
。

進路合宿「自分について知り、考え、語ろう！」図１

保
護
者
対
象
の
講
演
会
で
、

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
共
有

将来の夢を語ったり、自分
の弱さや悩みを打ち明けた
りと、生徒の発表の内容は
様々。担任も、自分のこと
を語る。
＊学校資料をそのまま掲載
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た
。
し
か
し
最
近
は
、
教
育
活
動
に
積
極

的
に
協
力
し
、
学
校
や
生
徒
を
信
頼
し
て

見
守
る
保
護
者
が
増
え
て
き
た
と
、
広
報

部
の
濵は

ま
お
か岡
由ゆ

き

こ
希
子
先
生
は
語
る
。

　
「
保
護
者
の
方
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

で
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
が
求
め
ら

れ
る
か
と
い
っ
た
話
を
聞
く
機
会
が
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
講
演
会
に
高
い
関
心
を

持
っ
て
参
加
さ
れ
る
保
護
者
は
多
く
、
次

第
に
本
校
の
教
育
方
針
を
理
解
し
、
子
ど

も
の
考
え
を
尊
重
し
て
、
本
人
に
責
任
を

持
っ
て
考
え
さ
せ
る
姿
勢
へ
と
変
わ
っ
て

き
た
と
感
じ
ま
す
」

　

同
校
を
志
望
す
る
小
学
生
の
保
護
者
と

情
報
を
共
有
す
る
意
義
も
大
き
い
。

　
「『
入
り
口
』
で
あ
る
入
学
時
か
ら
、
本

校
の
教
育
の
ね
ら
い
を
し
っ
か
り
保
護

者
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
６
年
間
、
両
者

が
協
力
し
合
っ
て
生
徒
の
成
長
を
支
え
ら

れ
、『
出
口
』
で
あ
る
卒
業
後
の
進
路
が

一
層
充
実
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
久

保
先
生
）

　

講
演
内
容
に
よ
っ
て
は
、
生
徒
対
象
、

保
護
者
・
地
域
住
民
対
象
と
、
２
回
実
施

す
る
場
合
も
あ
る
。
18
年
11
月
に
は
、
海

外
の
大
学
に
進
学
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活

躍
す
る
卒
業
生
の
講
演
会
を
、
生
徒
対
象

と
保
護
者
・
地
域
住
民
対
象
、
そ
れ
ぞ
れ

に
行
っ
た
（
下
記
コ
ラ
ム
）。
広
報
部
の

田
中
佑
真
先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
保
護
者
・
地
域
住
民
対
象
の
講
演
会

で
も
、
そ
の
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
生
徒
に

は
個
別
に
声
を
か
け
、
進
路
指
導
の
一
環

と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す
」

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
お
け
る
探
究
学
習
は
、
同
校

が
伝
統
的
に
力
を
入
れ
て
き
た“

Peace 
Studies”

を
組
み
込
み
、
生
徒
の
内
面

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
な
ど
、
人
間

形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　“
Peace Studies”

で
は
、「
平
和
観
」

「
対
話
力
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
の
育
成

を
目
指
し
、「
平
和
構
築
」「
多
文
化
共
生
・

人
権
」
の
２
領
域
に
つ
い
て
、
生
徒
の
主

体
的
・
対
話
的
な
学
び
を
主
と
し
た
６
年

間
の
体
系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い

る（
図
２
）。そ
の
内
容
は
、例
え
ば
平
和

構
築
領
域
で
は
、中
学
校
３
年
間
を
通
し

て
、原
爆
を
テ
ー
マ
に
、学
び
を
広
島
・
長

崎
か
ら
世
界
に
広
げ
、平
和
に
関
す
る
自

分
の
考
え
を
論
文
に
ま
と
め
る
。そ
し
て
、

高
校
１
年
次
に
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
内
戦
に

つ
い
て
、
自
分
で
課
題
を
設
定
し
て
リ

サ
ー
チ
し
、希
望
者
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

研
修
を
経
て
、学
ん
だ
こ
と
を
発
表
す
る
。

後輩に語りかける北岡さん。卒業生が経験を踏まえ
て語る言葉には、親しみと重みが感じられ、生徒に
とって将来について深く考える機会となった。

　

２
０
１
８
年
11
月
、
同
校
が
育
成
を
目
指

す
生
徒
像
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
１
人
、
卒
業

生
の
北
岡
美
佐
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
生

徒
と
保
護
者
・
地
域
住
民
そ
れ
ぞ
れ
を
対
象

に
２
回
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。北
岡
さ
ん
は
、

同
校
卒
業
後
、
米
国
・
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
経
済
学
部
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
教

養
学
部
を
経
て
、
米
国
公
認
会
計
士
資
格
を

取
得
し
、
米
国
企
業
で
会
計
業
務
を
担
当
。

帰
国
後
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
で

日
本
と
同
国
の
教
育
外
交
を
推
進
す
る
仕
事

に
就
い
て
い
る
。

　

生
徒
対
象
の
講
演
で
は
、
自
ら
の
高
校
生

活
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
カ
オ
ス
」
と
言
え
る
大
学
で
英
語
力

が
追
い
つ
か
ず
に
全
寮
生
活
に
苦
労
し
た
経

験
や
、
大
学
院
修
了
後
、
現
在
の
仕
事
に
至

る
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
に
つ
い
て

語
ら
れ
た
。
そ
し
て
、“W

hat Stanford 

has taught m
e”

と
し
て
、５
つ
の
力
（
下

図
）
の
大
切
さ
を
説
明
し
、
心
の
知
能
指
数

で
あ
る
「
Ｅ
Ｑ
］（
＊
２
）
を
高
め
て
ほ
し

い
と
語
っ
た
。

＊２　Emotional Intelligence Quotient の略。

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
探
究
学
習
を
通
し
て

自
分
と
社
会
を
結
び
つ
け
る

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
卒
業
生
が
語
る

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
未
確
立
だ
か
ら
こ
そ
、

い
ろ
い
ろ
な
世
界
を
体
験
し
よ
う

図　北岡さんの“What Stanford has taught me”

•English（英語）

•Resilience and compassion
（困難からの回復力、他者に共感できる・思いやり）

•Intellectual vitality：curiosity and passion
（学術的バイタリティー：好奇心、熱意）

•Intercultural translation and interpretation
（異文化、他者への共感、文化間の翻訳）

•Physical and mental well being（身体と心の健康）
＊北岡さんの講演を基に編集部で作成

講演会
リポート

先
輩
の
言
葉
を
通
し
て
、

将
来
へ
の
考
え
を
深
め
る
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そ
う
し
た
体
験
的
な
学
び
は
多
く
の
生

徒
に
と
っ
て
、「
他
人
事
」
だ
っ
た
世
界

の
様
々
な
問
題
を
「
自
分
事
」
と
捉
え
る

機
会
と
な
り
、
自
分
の
生
き
方
や
社
会
に

貢
献
で
き
る
こ
と
を
深
く
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
る
と
、
濵
岡
先
生
は
語
る
。

　
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
、
日
本
で
は
考

え
ら
れ
な
い
貧
し
い
環
境
で
過
ご
す
子
ど

も
た
ち
と
交
流
す
る
中
で
、
自
分
た
ち
が

い
か
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
に
驚
き
、『
私

が
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
』
と
自
分
の
問

題
と
し
て
考
え
始
め
ま
す
。
そ
れ
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
国
際
貢
献
な
ど
に
か
か
わ

る
進
路
を
志
望
す
る
生
徒
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
」

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
中
心
と
な
る
選
択
科
目

“
Global Issues”
（
１
〜
３
年
次
）
で
は
、

「
国
際
紛
争
」「
平
和
構
築
」
な
ど
を
テ
ー

マ
と
し
た
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
大
学
教
員
に
よ

る
授
業
を
受
け
た
り
、「
平
和
学
」
に
関

す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
に

参
加
し
た
り
し
な
が
ら
、
生
徒
個
々
が
探

究
学
習
に
取
り
組
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
身
に

つ
け
て
い
く
。

　
「
各
自
が
取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ
を
選

び
、
発
表
に
向
け
て
、
と
こ
と
ん
探
究
す

る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
将
来
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
が
膨
ら
ん
で
い
く
生
徒
が
多

　

講
演
後
は
、
希
望
者
に
よ
る
質
疑
応
答
が

約
２
時
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。
北
岡
さ
ん

は
真
摯
に
答
え
、
温
か
み
の
あ
る
言
葉
を
返

し
た
。そ
の
や
り
と
り
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

北
岡　

自
分
の
関
心
と
は
一
見
無
関
係
と
思

え
る
分
野
に
目
を
向
け
た
り
、
活
動
を
し
た

り
す
る
こ
と
で
す
。
私
は
海
外
大
学
の
進
学

に
向
け
て
必
要
な
勉
強
に
集
中
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
と
は
直
接
関
係
の
な
い
分
野
の

勉
強
を
し
た
り
、
部
活
動
を
し
た
り
し
て
い

た
ら
、
違
う
発
見
が
あ
っ
た
り
、
新
し
い
ス

キ
ル
が
身
に
つ
い
て
い
た
り
し
た
か
も
し
れ

な
い
と
、
今
は
思
い
ま
す
。

北
岡　

Ｅ
Ｑ
で
は
、
シ
ン
パ
シ
ー
（
同
情
）

よ
り
、エ
ン
パ
シ
ー
（
共
感
）
が
大
切
で
す
。

困
っ
て
い
る
人
に
、“I'm

 there for you.”

と
言
う
の
が
シ
ン
パ
シ
ー
、“I'm

 there 

w
ith you.”

と
言
う
の
が
エ
ン
パ
シ
ー
で

す
。
相
手
の
こ
と
を
考
え
、
寄
り
添
う
こ
と

で
、
Ｅ
Ｑ
は
育
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
も
、
Ｅ
Ｑ
を
伸
ば
す

の
に
有
効
で
す
。
そ
れ
は
、メ
タ
認
知
能
力
、

つ
ま
り
、
も
う
１
人
の
自
分
が
自
分
の
こ
と

を
見
て
、
ど
の
よ
う
な
人
間
か
を
捉
え
る
こ

と
で
す
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
出
願
時

の
提
出
書
類
に
、「
将
来
の
ル
ー
ム
メ
ー
ト

に
一
言
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
ッ
セ
ー
が
あ

り
ま
し
た
。
共
同
生
活
を
送
る
上
で
相
手
の

た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
書
く
た
め
に
は
自
分

が
ど
の
よ
う
な
経
験
を
重
ね
、
ど
う
い
っ
た

人
間
で
あ
る
か
、
自
分
を
客
観
的
に
捉
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
も
Ｅ
Ｑ
が
求
め

ら
れ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

北
岡　

単
に
知
識
が
豊
富
な
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
知
識
を
使
っ
て
何
が
で
き
る
か
を

考
え
ら
れ
る
人
、
そ
し
て
Ｅ
Ｑ
の
高
い
人
だ

と
思
い
ま
す
。

北
岡　
「
外
の
世
界
を
知
り
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
が
あ
る
の
な
ら
、
ぜ
ひ
留
学
し
て
く

だ
さ
い
。
多
感
な
思
春
期
は
、様
々
な
知
識
・

経
験
を
柔
軟
に
吸
収
で
き
ま
す
。
語
学
な
ら

い
つ
で
も
身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
が
、
他
文
化

を
身
に
つ
け
た
バ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
に
な
れ

る
の
は
、
若
い
時
期
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
て
い
る
途

中
の
皆
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
な
世

界
を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

写真１　他県や外国から広島を訪れた生徒に、平和記念公
園内の碑を案内する「碑めぐり案内」は、同校で 1982 年
から行われているボランティア活動だ。2017 年度は延べ
265人の生徒が参加し、600人以上の生徒・学生を案内した。

生
徒　

高
校
時
代
に
し
て
お
く
と
よ
い

と
思
う
こ
と
は
何
で
す
か
。

生
徒　

社
会
で
求
め
ら
れ
る
人
と
は
、

ど
の
よ
う
な
人
だ
と
思
い
ま
す
か
。

生
徒　
「
Ｅ
Ｑ
」
は
、
ど
う
し
た
ら
伸
ば

せ
ま
す
か
。

生
徒　

将
来
の
目
標
が
特
に
な
い
の
で

す
が
、「
外
の
世
界
を
知
り
た
い
」
だ
け

で
、
留
学
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

平和構築領域 多文化共生・人権領域

中
学
校

1 年次 「広島の戦争遺構」ポスター作成 よいクラスにするための行動宣言

２年次 外国の原爆観とその変化 “SNS といじめ”を考える

３年次 卒業論文「世界の平和構築のために」 在日外国人とともに生きるためには

高
校

1 年次
カンボジア内戦と開発について

自分で課題をリサーチし、プレゼン
理不尽な差別をなくしていくには

２年次
沖縄修学旅行での

コース別フィールドワーク
在日コリアンと日本社会

～共生のために～

3 年次
核軍縮のための交渉ゲーム

卒業論文「核兵器を廃絶すべきか」
私の Peace Builder 宣言

＊学校資料を基に編集部で作成

“Peace Studies”のプログラム図２

講
演
後
、
２
時
間
に
わ
た
っ
て

生
徒
た
ち
が
講
演
者
に
直
接
質
問

 December  201819

特集
社会に開かれた進路指導
─多様な他者とのかかわりの中で
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く
見
ら
れ
ま
す
」（
久
保
先
生
）

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
学
び
で
は
、
生
徒
に
自
分
の

考
え
を
書
か
せ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

る
。
講
演
や
研
修
に
参
加
し
た
後
な
ど
、

多
く
の
場
面
で
思
い
や
考
え
を
書
き
、
そ

れ
に
教
師
が
目
を
通
し
た
結
果
、
ほ
か
の

生
徒
に
も
共
有
さ
せ
た
い
と
教
師
が
思
っ

た
も
の
は
、学
級
内
や
礼
拝
時
に
発
表
し
、

共
有
す
る
時
間
を
持
つ
。

　
「
以
前
か
ら
生
徒
に
考
え
を
書
か
せ
て
、

全
員
で
共
有
す
る
指
導
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
徹
底
し

て
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、
学

校
の
文
化
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。
ま
ず

自
分
で
考
え
、
言
葉
に
し
て
、
皆
で
共
有

す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
、
自
分
の

考
え
を
振
り
返
っ
て
深
め
て
い
く
姿
が
見

ら
れ
ま
す
」（
畑
野
先
生
）

　

授
業
以
外
の
様
々
な
活
動
に
も
、
進
路

を
意
識
し
て
資
質
・
能
力
を
伸
ば
す
指
導

を
取
り
入
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
毎
朝
の

礼
拝
は
生
徒
が
運
営
を
補
助
し
、
感
話
も

生
徒
が
行
う
。
広
報
部
の
和
田
知
亜
紀
先

生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
自
分
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
る

と
、
自
分
の
考
え
に
信
念
を
持
っ
て
相
手

に
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
は
進
路
を
選
択
す
る
上
で
も
、

社
会
に
出
て
か
ら
も
必
要
な
力
で
す
。
そ

こ
で
、
成
功
体
験
を
積
ま
せ
て
、
人
か
ら

認
め
ら
れ
る
経
験
を
多
く
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
礼
拝
で
は
オ
ル

ガ
ン
の
演
奏
で
輝
く
生
徒
が
い
ま
す
し
、

ほ
か
に
も
、
校
内
の
様
々
な
活
動
で
個
性

が
発
揮
で
き
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
」

　

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
は
、
中
・
高
の

生
徒
会
を
中
心
に
生
徒
が
運
営
に
参
加

し
、
学
校
案
内
や
体
験
授
業
な
ど
を
行
っ

て
い
る
（
写
真
２
）。

　
「
大
学
入
試
改
革
も
意
識
し
、
自
分
の

言
葉
で
説
明
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
考
え
を
整
理
し
て
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
力
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
」（
田
中
先
生
）

　

そ
れ
ら
一
連
の
指
導
に
よ
っ
て
様
々
な

資
質
・
能
力
を
伸
ば
し
、高
校
２
年
次
以

降
は
面
談
や
生
徒
集
会
な
ど
を
通
し
て
具

体
的
な
進
路
を
考
え
さ
せ
て
い
く
。近
年

は
、Ｓ
Ｇ
Ｈ
な
ど
の
成
果
と
し
て
、生
徒
の

進
路
意
識
に
変
化
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

　
「
以
前
は
、『
〇
〇
に
な
り
た
い
か
ら
△

△
学
部
に
行
き
た
い
』
と
、
職
業
あ
り
き

で
進
路
を
考
え
る
生
徒
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
が
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
取
り
組
ん
で
か

ら
、『
社
会
に
こ
う
か
か
わ
っ
て
い
き
た

い
』『
こ
ん
な
貢
献
を
し
て
生
き
て
い
き

た
い
』
な
ど
、
ま
ず
自
分
と
社
会
の
つ
な

が
り
か
ら
夢
を
語
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
職
業
を
考
え
る
生
徒
が
増
え
て
き

ま
し
た
」（
畑
野
先
生
）

　

生
徒
の
変
化
の
傍
証
と
捉
え
て
い
る
の

が
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー

ト
」
に
お
い
て
、
高
校
２
年
生
の
「
課
題

克
服
」（
＊
３
）
の
平
均
値
の
伸
び
率
が
、

全
国
の
中
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
っ
た
こ

と
だ
（
図
３
）。

　
「
探
究
学
習
な
ど
を
通
じ
て
、
自
分
が

本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を
見
い
だ
し
、
問

題
解
決
に
取
り
組
む
プ
ロ
セ
ス
に
喜
び
を

感
じ
る
生
徒
が
増
え
た
か
ら
だ
と
捉
え
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
学
習
か
ら
発
し
た
興

味
・
関
心
が
進
路
選
択
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
」（
久
保
先
生
）

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
期
間
終
了
後
も
、
一
連

の
指
導
や
探
究
学
習
の
取
り
組
み
は
継
続

す
る
予
定
だ
。
今
後
も
教
育
活
動
全
体
で

資
質
・
能
力
を
育
み
な
が
ら
将
来
へ
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
膨
ら
ま
せ
、
希
望
進
路
の
実
現

を
目
指
す
指
導
を
追
究
し
て
い
く
。

２年秋２年春１年秋１年春
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平均値 2018年度高校２年生

写真２　オープンスクールでは、高校の生徒会が、校内ツ
アーを企画・運営。中学校の生徒会は、質問コーナーで学
校生活や勉強の方法について、小学生らの質問に答えた。

「学 習 行 動」の「課 題
克服」について、平均
値は１年生春から下降
傾向にあるが、同校の
2018 年度高校２年生
の数値は上昇している。
ほかの学習行動にも同
様の傾向が見られた。
※ここでいう平均値は各
回における母集団をすべ
て含む。
＊学校資料を基に編集部
で作成

社
会
と
の
か
か
わ
り
か
ら

夢
を
見
い
だ
す
生
徒
た
ち

礼
拝
や
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
な
ど
の

運
営
を
生
徒
に
任
せ
る

学習状況リサーチ「課題克服」の推移図３

＊３　「課題克服」は、３つある「学習行動」の１つで、「自ら課題を克服する学び方（自分の苦手を把握するような学習）」であり、「疑問点は先生や友人に質問をして解決する」
「何が分かっていないかを確かめながら学習する」を指す。「学習行動」のほかの２つは、「習得（基本的な学び方）」と「仮説検証（答えではなく、考え方があっているかを重
視する学び方）」。
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